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人はみな，育てられて育つ

中央大学，心理学部
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I. はじめに

一人で生まれ，一人で育つ人はいません．人はみ

な，両親から命を引き継いでこの世に生まれ，周囲

によって育てられて育ちます．見方を替えれば，子

どもの成長の初期には，常に養育してくれる家族と

の関係を生きなければならないということです．と

ころが，その家族の生の営みは，おEいに幸せを目

指して共に生きるにもかかわらず，葛藤を字んだ，

幸せから不幸せまでのスペクトラムのあいだを揺れ

動く営みです．なぜ，私たちは家族の一員としてみ

な幸せを目指しているのに，その葛藤から解き放た

れないのでしょうか．

そのように問いを立てるとき，そこには人間とい

う存在が本来抱えている自己の内部矛盾という問題

と，人間の生涯過程が〈育てられる者〉からく育て

る者〉に移行する中で家族関係が営まれるという問

題に行き着きます．私はそれを大きく「関係発達J

という概念で掬い取ろうとしていますが，本日はこ

の概念の柱をなす考えを紹介してみたいと思います．

II. 人聞は内部に自己矛盾を抱えた存在である

家族など身近な間柄にある人と人の関係は，自分

が主体であるように関わる相手も主体であるという

奇妙に振れた関係です．そもそも人間は，一方では

どこまでも自分を貫き，「自分は自分j「私は私jを

貫きたい存在です．しかし他方で，人聞は常に誰か

と繋がってこそ，幸せや安心を感じ，それゆえ常に

他者を求めずにはおかない存在です．私が私である

ためには，あなたに私を認めてもらう必要があり，

あなたに依存しなければなりません．しかし，これ

と同じことが関わる相手の側にも起こっているので

す．

このことはつまり，私という主体が内部に自己矛

盾を抱えていること，そしてそれは私ばかりでなく，

あなたもそうだということを意味します．

このことを示したのが図 lです．図 1の一方にお

いて，「私は私」というように自分を貫くことに向

かう傾向を自己充実欲求を中心に向かうベクトルで，

また相手を尊重し，相手とよい関係を築くことに向

かう傾向（繋合希求性）を外に向かうベクトルで表

現しています．

この両方のベクトルが逆向きになっているところ

に，人聞が自己矛盾を抱えていることが表現されて

います．私もこうした自己矛盾を抱えた主体ですが，

あなたもそうなのです．

そういう主体と主体が関係をもっとき，それが親

子の関係であれ，男女の関係であれ，あるいは夫婦

の関係や「保育するーされる」「教育するーされる」

「看護するーされる」という関係であれ，あらゆる

人と人の関係は，それぞれが自己矛盾を抱えている

ところから，まさに文字通りの喜怒哀楽が生まれず

図 1.内部に自己矛盾を抱えた主体と主体の関係
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図2. 〈育てられる者〉からく育てる者〉へ：関係発達の概念図

にはおかない関係だということが見えてきます．そ

こに，幸せから不幸せまでのスペクトラムが生まれ

てくる理由があります．

私は家族関係など，身近な対人関係はこのモデル

に沿って考えなければ，そこになぜ喜怒哀楽が生ま

れるかを理解できないと考えています．子どもが家

族の中で育てられて育つという問題を考えるときも，

その根底にはこのモデルがしっかり位置づけられて

いるのでなければなりません．この図 lが「関係発

達」という考え方の 1本の柱です．

Ill.新しい発達の見方：

〈育てられる者〉から〈育てる者〉へ

次に，「関係発達」の考え方の発達の面に触れて

みます．これまでの発達の見方は，基本的に「子ど

もから大人へ」という見方，つまり，誕生した赤ちゃ

んに「できることjが次第に増えて大人に近づいて

いくという事実を中心に組み立てられてきました．

しかし，日常生活に立ち返ってみると，子どもが一

人だけで生きていくなどということはあり得ません．

子どもは家族をはじめ常に周りの大人との関係の中

で成長を遂げていく存在です．言い換えれば，子ど

もが「育つ」という事実は，大人の「育てるJとい

う営みを離れては生じ得ないものだということです．

私は，大人の「育てるj という営みと，子どもが

「育つJという事実とを，常に「育てる 育てられ

るjという関係において考え，この関係そのものが

時間軸の中で変容するという事実に着目してきまし

た．これが「関係発達」という考え方の出所だといっ

てもよいと思います．ここから，従来とは異なる新

しい発達観が導かれます．これを要約すれば，各世

代の生涯過程が「育てる一育てられるJという関係

の中で同時進行し，しかも世代間で循環していくと

いうことです．

これを図2で説明してみましょう．

関係発達という考え方は，図 2に示すように， 1 

つには，各世代の生涯過程が相前後する世代の生涯

過程と「育てる一育てられる」という関係において

結びつきながら同時進行する事実（図の楕円が時間

軸を動く事実）を掬い取るものです．これはさらに

以下の3つに視点から整理することができます．

1 .命が世代から世代へとリサイクルしていくとい

う視点

図2は，子ども，親，親の親という 3世代が関わ

り合いながら（必ずしも同居しているという意味で

はない），それぞれにその生涯過程を同時進行させ

ていっている事情を示しています．同時にそれは，

前の世代から命を引き継いで誕生した個が次世代に

命をバトンタッチするということの反復，つまり命

が世代から世代へと循環していく事実を描き出して

もいます（これは家族の生成とその展開という意味

をもっ）．

2.個の生涯に見られる変容の構造が世代から世代

へと循環していくという視点

図2は，誕生後， 〈育てられる者〉として成長を
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遂げた個が，次にはく育てる者〉として次世代を育

てる領1にまわり (図では右に進んできた線がそこで

一回転して，少し違った軌道を進む形で表現されて

いる)， 前の世代を介護し，看取って， 最期には次

世代に介護され，看取られて死を迎えるというよう

一人の人間の生涯過程を貫く一般的な変容の構

造が世代から世代へと循環していく事情を示してい

ます. このような構造的変容を含む人間の生涯過程

は， これまでのような「子どもから大人へj という

定式化ではなく， むしろ 「育てられる者から育てる

者へ」という形で定式化すべきものだと思われます.

3.文化が世代から世代へと循環していく視点

図2の楕円内は少なくとも三世代(つまり家族)

が「育てる一育てられる」 という関係において関わ

り合い，影響を及ぼしあうことを示しています(楕

円内の→で表現されているに その 「育てる」 の本

質は， 自分が育てられてきたことを次世代に移入す

るという文化伝達にあります.保育や教育の営みも

基本的にはそうです. それが世代から世代へと循環

するということも (完壁な循環にはなりえないにし

ても)， 図2の意味です.

この図 2にまとめられていることが「関係発達」

の第 2の柱で， これは家族の生成，発展，消滅の過

程を表しているといえます.

IV. 各自の〈自分の心〉は共に生きる他者たち

との関係の中で変容する

次に， 関係の中で生きる個(子どもや親)に注目

するとき，各個はその関係の中で唯一無二のく自分

の心〉を形づくりながら， しかもそれを時間軸の中

で変容させていっているという事実が浮上します.

これを私は各自のく心の発達〉ないしはく心の育

ち〉と要約してきました. ここにく自分の心〉とい

うのは， I自分は愛されているJI自分は愛されて当

然の存在だJI自分には自信があるJI人は信頼でき

る」等々の， 自分が自分自身や周りの人について抱

くイメージを中心に組み立てられています. その成
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図 3. 〈自分の心〉に流入する 3つの要因

り立ちの経緯を考えるとき， このく自分の心〉は，

自分の能力について自己理解(私はこんなことがで

きる，私は何をやってもだめだ，等々) を含みなが

らも，基本的には周囲の人の評価(映し返し=可愛

い子， ダメな子，等々) を自らの内に取り込むこと

によって成り立つものだということが分かります.

つまり， <自分の心〉は自分のものでありながら，

周りの人との関係を媒介することなくしては成り立

ち得ないという逆説を抱えているのです.

「個」 を見るだけでは不十分で， I関係の中に生きる

個」 という視点がどうしても必要になる理由があり

ます.図 3はこうした考えを図解したものです.

この図 3に示すとおり， 関係の中に生きる個(例

えば子ども)に定位するとき， その個には個体能力

要因， 関係力動要因，社会・文化・環境要因の 3つ

の要因が影響を及ぼし， それらの 3つの要因はすべ

て個のく自分の心〉に流れ込んでいるのが分かりま

す.

図3の関係力動要因は， I愛する一愛されるJI信

頼する一信頼されるJI愛せないー愛されない」 と

いうような， く育てる者〉とく育てられる者〉との

心と心の関係によって構成されるものです. 言い換

えれば， く育てる者〉とく育てられる者〉との関係

は，単に「世話をする一世話をしてもらう jといっ

た行動上の相互作用に還元して考えることはできな

いということです.

図3の社会・丈化・環境の要因は，常識や社会通

目に見あるいはさまざまな価値観や規範など，ぷ与，山、，
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えない共同主観性が個の主観性に潜り込む形で影響

を及ぼしている事実をいうものです．そうした共同

主観性がく育てる者〉ゃく育てられる者〉の欲望の

あり方や意識のあり方を強く支配するとともに，

〈育てる者〉の子育てのありように深く入り込み，

〈育てられる者〉をどのように社会化するかに影響

します．そしてそれらが個のく自分の心〉に流入す

るのです．

以上の図 l～図3の3つの柱の下に組み立てられ

るのが「関係発達」という視点です．

v.なぜ関係発達の視点カ昔、保育や子育てや看護

に必要なのか

これまで見てきた関係発達という見方に立てば，

次のような問題に光を当てることができます．

1 .子どもの心を育てるという視点が切り聞かれる

これまで，健常な子どもや障碍のある子どもの発

達は，基本的に能力の発達とみなされてきました．

それゆえ，保育や教育の課題も，これまでは身辺自

立，言語獲得，社会性の習得が強調される一方，集

団生活の中で子どもがどのように集団に馴染むか，

どのように集団のルールを身につけ集団の流れに乗

れるようになるかというように，行動次元での「あ

るべき発達の姿」に向けて大人（保護者をはじめ，

療育者や保育者や教師）がどのように働きかけるか

という文脈で考えられてきました．要するに，一人

ひとりの子どもが能力を完成させていく過程が発達

であり，それをどう支えていくかが大人の役割だと

されてきたわけです．

しかし，これまで述べてきた「関係発達」の考え

方を踏まえてみれば，単に集団の流れに乗れるか乗

れないか，身辺自立ができているかどうか，社会性

が身についているかどうかというように，個の能力

発達を考えるだけで子どもの発達を考えていけない

ことは明らかです．能力の定着が不十分，みんなの

流れに乗れない等々の能力次元の問題を取り沙汰す

る前に，元気がない，表情に乏しい，自分勝手だと

いった子どもの「心」の問題が深刻な形で浮上して

きているのです．こうした現実を踏まえるとき，ま

ずもって，その子がどんな世界を生きているか，そ

の子の心の中にはどんな感情や観念が渦巻いている

かというように，子どもの心の育ちを考えてみる必

要があります．

1)他者との関係において成り立つ子どもの心

先の図3でも少し説明したように，自分の心はあ

くまで自分ものです． しかし誰しも，自分の心のあ

りょうを自分一人で作り出すことはできません．自

分の心のありょうは，周囲にいる人たちが自分をど

のように映し返してくれるかに懸かっています．自

分の心に自信があるとすれば，それは単に自分がい

ろいろなことができるからではなく，むしろ周りの

人が自分の存在を認め，大事にしてくれ，時には賞

賛を与えてくれるからです．

実際，人は「人間」という言葉が示すように，周

囲にいる人と「共に生きるj他はない存在であり，

共に生きてこそ幸せを感じる存在です．けれども，

その周りの人たちが自分をどのように扱い，どのよ

うに映し返してくれるかによって，自分が幸せに生

きることができるかどうか，つまり自分の心の中に

自信や自尊心や人への信頼感がしっかり宿るかどう

かが決まるのです．その意味で，人の幸せや不幸は，

特に幼児の場合，共に生きる周囲の人たちがその鍵

を握っていると言わねばなりません．

2）健康な自己愛や他者への信頼という心の育ちの

大切さ

通常，乳児は慈しまれ，大事にされて育てられま

す．授乳やオムツ替えや泳浴などの身体的なケアが

必要なことはいうまでもありませんが，それよりも

むしろ，愛されているかどうか，大事に思われてい

るかどうか，可愛いと思われているかどうかなど，

自分に関わる周囲の大人の思い（主観的なもの）が

一人の子どもの心の育ちには決定的に重要です．な

ぜなら，その周囲の大人の思いが子どもの心の中に

染み込む結果，自分は愛されている，大事にされて

当然，自分は可愛いのだ，という形でその子の健康
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な自己愛（自信）や人への信頼感が育まれたり，あ

るいはその逆に，自分は駄目な子，愛されるに値し

ない子，誰からも守ってもらえない子という形で，

その子の自信のなさ（健康な自己愛の傷つき）や人

への不信感に繋がったりするからです．この健康な

自己愛と他者への信頼感は，人が人と共に生きるし

かない人聞にとって，もっとも根本的な「共に生き

るJための基礎条件とさえいえる重要なものです．

昨今の青少年非行がどのようにして生まれるかを念

頭におけば，このことの重要性はいうまでもないと

ころです．

3）心の育ちと自己イメージ，重要な他者イメージ

自分にとって重要な人との日々の関係の中で，自

分の中に，自分自身についてのあるいはその重要な

人についての観念（イメージ）が出来上がってきま

す．例えば，個々の場面で優しい扱いを繰り返し受

けることを通して，子どもはそのように優しく扱っ

てくれる人や優しい思いを寄せてくれる人に対して，

「優しい人」「信頼できる人」「いつも守ってくれる

人Jというような肯定的なイメージを形作ることが

できるようになります．逆に，ぞんざいに扱われる

頻度や投げやりな態度で扱われる頻度が全体として

優位であれば，その子はその相手に対して全体とし

て否定的なイメージを形作ることになるでしょう．

そして，関わってくれる大人に対してそのような

肯定的ないし否定的なイメージを形作るのに対応し

て，「自分はそのように優しく扱ってもらって当然

図4.自己イメージ，他者のイメージの成り立ちの概念図

の子ども」「自分は可愛い子どもJ「自分は守っても

らえる子ども」というように，自分自身に肯定的な

イメージを抱くことができたり，あるいはその逆に

「自分は可愛がってもらえない子」「自分は大人の愛

に値しない子ども」「自分は守ってもらえない子ど

も」というように，自分自身に否定的なイメージを

抱いたりするようになってくると考えられます．

この間の事情を示したのが図4です．

このように，子どもは大人の対応によって自分へ

の肯定的なイメージや，否定的なイメージを抱くよ

うになるという事実を踏まえれば，昨今の少年や青

年の嘆かわしい行動の由来も理解できるものになる

でしょう．その意味からも，子どもの心の育ちは

「育てる」営みにおける最重要課題なのだといえま

す．

2. 〈育てる者〉もまた人生における成長の途上に

あることが見えてくる

これまでの発達の考えには「育てる」という視点

が含まれていなかったといっても過言ではありませ

ん．それは子どもの「育ち」を客観的に取りおさえ

ることのできる能力の向上という枠組みで捉えよう

としてきたからです．しかし，これまで述べてきた

「関係発達Jという視点に立てば，子どもの誕生聞

もないころ， 〈育てる者〉もまた， 〈育てる者〉と

して未熟なのであり，子どもを育てることを通して，

自らも一人のく育てる者〉として，あるいは一人の

社会人として「育てられ一育つ」といわねばなりま

せん．つまり〈育てる者〉は最初から完成された

く育てる者〉ではなく，人生の途上にあって，これ

から次第にく育てる者〉になっていく人なのです．

こうした考え方に立つてはじめて，子育て支援，

つまり〈育てる者〉である親への支援が必要だとい

うことが理解できるようになり，単に子育ての肩代

わりをすることが子育て支援ではないことを理解す

ることができるようになります．例えば，親が自己

中心的で周囲を顧みない現実も，子どもを育てると

いう構えを十分にもっていないという現実も，単に

その親が例外的に悪い人なのだという捉え方ではな
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く，まだく育てる者〉の心構えを身に着けるには至っ

ていない人，これからそのような意味での成長を遂

げていく人なのだという見方ができるようになりま

す．つまり，今日の子育て支援や次世代育成の課題

のlつは，いかに次世代を育てるかというだけでは

なく，むしろそれと同時に，次世代を育てる親をい

かに支援して真のく育てる者〉になってもらうかと

いうことも大きな課題なのです．おそらく，子育て

支援の中身も本来はそのような考え方を中心に再考

されなければならないのではないでしょうか．

3.一個の主体として子どもが育つことが，「育つ

ことー育てることjの究極の目標であるという視点

が切り聞かれる

もう一つ，「関係発達Jの視点から見えてくるこ

とは，主体として生きるく育てる者〉が，子どもを

主体として受け止めることこそ，「育てる」ことの

中身だということ，しかもそれが世代から世代へと

循環していくのだという点です．

これまでは「育てる」というと，すぐに子どもの

身体面での成長や運動・認知面での成長を考えて，

「何をさせるかJ「どのように働きかけるかjと発想

しがちになり，たくさん教えたり指導したりするこ

とが子どもをよりよく育てることだと考えられがち

でした．ところが子どもの心は， f優しい心をもち

なさいJ「人に優しくしなさい」「人を思いやりなさ

いJと教え込んで育成できるものではありません．

子どもの心はまさに周囲の人との関係の中で，その

子の思いを周りが受け止めることを通してしか育成

できないのです．その基本になるのは，周りの大人

が，まず子どもは自分の思いをもった一個の主体な

のだと受け止め，その子もまた自分と同じように社

会の中で生きる一個の主体として育つことが，育て

る営みの究極の目標なのだと考えることです．

ここで「主体として生きる」ということがどうい

うことかが問題になります．これまで保育や教育に

おいて「主体的にJとか「主体として」などと表現

されてきたのは， f自ら進んでJ「自発的にJ「自己

発揮してjという意味，つまり子どもが「自分の思

いを素直に表現するjという意味を強調したかった

からでした．確かに，自分の思いを表現できずにそ

れを押し殺したり，人の言うなりになるだけの生き

方は決して「主体的Jとはいえません．自分を自分

らしく表現してこそ主体なのです．

しかし同時に，自分をしっかり前に押し出し，自

分らしく表現しつつも，決して自分勝手ではなく，

周りの人を尊重し，周りの人と一緒に生きていくこ

とを喜びとするようになるというのも，主体として

の生き方の重要な側面のはずです．つまり，周りの

人を信頼し，周りの人と生活することに安心の基盤

を求め，周りの人と一緒に行動することが自分の楽

しみや喜びになり，その中で自ら進んで周りを思い

やることができ，自ら進んでルールを守ることがで

きるようになるというのも，主体であることの重要

な側面だということです．そのような観点に立てば，

大人とはそのような両面の意味で主体として成長を

遂げてきた人だということになるでしょうし，「育

てる」ことの究極の目標も，子どもがそのような両

面の意味での主体となっていくことにあるといえる

でしょう．逆説的ですが，自分が主体であるとは，

相手を主体として尊重できるようになることを含む

ものなのです．そのことは冒頭の図 lを考えれば分

かるのではないでしょうか．

実際，その子のしたいこと，やってみたいことを

認め，それを思う存分やってみることを応援し，援

助し，その結果を共に喜ぶ中で，子どもは自分をしっ

かり前に押し出していけるようになってきます．そ

して子どもは，そのように認めてくれる大人と「共

に生きる」ことに喜ぴや楽しみや安心感を見出し，

そうした大人に信頼を寄せるようになってきます．

そうすると，不思議なことに，今度は逆にそのよ

うに対応してくれる大人の存在やその人の思いを受

け止め，その大人のすることや言い分を尊重する気

持ちが子どもの中に育ってきます．つまり，受け止

め認められてきた子どもは，今度は反転して，その

ようにしてくれた大人を受け止め，認めることがで

きるようになっていくのです．そしてその結果，周
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豊富分也思し噛むに

翁織をもコて

麗包発擦‘自蕊義援

畠砲と纏議j

値切寵蕊

摘は私j：押し出す傭露首

期践を露骨いやって

一鎖（；：獲しく

規範ゆJ.lr-Jむの審構
畿事告と置E僑
腐りとの連帯宮

他.lei:私たち」：景1オ止める側霞

図5.一個の主体であること 2つの側面

囲の人と気持ちよく共に生きていくために，時には

相手が喜んでくれるように自分を譲るということも

できるようになり，こうして真の主体としての生き

方が身につくようになるのです．

要するに，主体として生きるとは，一方では「私

は私j という形で自分を押し出すこと，他方では

「私は私たちJということに気づいて，周りの人を

主体として認め，尊重することをバランスして生き

るという意味です．これを図示したのが図 5です．

この図からわかるように，真に主体といえるのは，

単に自分を押し出せるということではなく，周聞の

人を主体として受け止めることができ，周りと連携

して生きることができるようになることを含むもの

です．もちろん，幼児期の主体としてのありょうか

ら，大人の主体としてのありようには，当然ながら

大きな変化が含まれてきます．しかし，そこに〈育

てられる者〉から〈育てる者〉への育ちの根本があ

るのであり，そしてそれが世代から世代へと循環し

ていくと考えるのが「関係発達Jの基本的な視点な

のです．

このバランスがいまわが国の大人において大きく

崩れているように見えます．私の考えでは，そのこ

とが「育てる」ことの根本問題を引き起こしている

のではないかと思います．図 5を念頭に置くとき，

子どもの「心の教育jを語る前に，親はもとより，

保育者や教師をはじめとする大人たち自身の「心の

教育Jがまずもって必要だと思います．それには，

大人自身がまず自分の「主体としての生き方」を反

省し，そのバランスの回復を目指すことが急務だと

思います．

4.人間関係を相互主体的な関係として見る視点が

切り聞かれる

いま，子どもや青年を見るときに，これまで見て

きたような意味での主体としての育ちが十分で、はあ

りません．このことが対人関係の営み方に端的に表

れてきているように見えます．「寄り添う」とか

「思いやるJとかいう言葉は最近しばしば耳にされ

ますが，それがどのようなことかがなかなか分から

ないようなのです．そのポイントは，「主体として

受け止めてもらってきた人が，相手を主体として受

け止めるJというところにあります．誰しも主体と

して受け止めてほしいし，受け止めてもらえれば嬉

しいでしょう．自分がそうであるように，相手もそ

うなのです．一人の人聞が主体であるとは，図 5の

「私は私」の“押し出す側面”が育つだけでなく，

相手を主体として受け止め，相手を主体として尊重

することができて初めて主体なのです．そのことが

図5の「私は私たちの」 “受け止める側面”に通じ

ています．

看護の場でも養育や保育と一緒で，看護する側が

正しいと信じることを一方的に与えるのが本当のケ

アではないはずです．患者を一人の主体として受け

止めることが看護のもっとも重要な部分でなければ

なりません．それには，自分自身が言葉の正しい意

味で一個の主体として成長していること（成長しつ

つあること）が必要でしょう．

VI.おわりに

私は看護実践をより豊かなものにしていくために

は，看護の場でのさまざまな経験をいくつかのエピ

ソードにまとめ，それを職場でお互いに検討し合う

ことが大切だと思っています．というのも，看護は

主体と主体の関わりである以上，「こうした」「こう

言ったJという目に見える行動ばかりでなく，「相手

の心がこのように動いたからこうした」「自分の思
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いをこのように伝えた」ということが含まれてくる

からです．しかも，その相手の思いを受け止め，こ

ちらの思いを伝えるという看護の，ある意味でもっ

とも重要な機微は，周囲には目に見えず，当事者に

しか体験できないことです．そこに，その目に見え

ない営みをエピソードに綴り，周囲の人に読んでも

らう（分かってもらう）ことが必要になる理由があ

ります．

しかしながら，これまでは客観科学という強い枠

組みの下に，看護のその営みがエピソードに綴られ

ることは稀だったようです．それは「主観的だ」と

思われたからでしょう．しかし，人の生き様にじか

に接して，さまざまな感動や気づきを得て日々仕事

をしているのが，看護や保育，教育，介護などの人

を相手にする職種の人たちではないでしょうか．そ

の意味で，私は現場の人にエピソードを描くことを

勧めています．それは，日々のその経験をもっ人が

主体としてその場を生きているからでもあります．
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